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平
成
29
年
12
月
9
日
、
コ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
タ
１
階
コ
ム
広
場
に
て
、
小

学
生
の
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
・
作
文
の
入
賞

作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
ポ
ス
タ
ー

181
点
、
書
道
792
点
、
作
文
258
点
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
ポ
ス
タ
ー
38
点
、
書
道
88
点
、
作
文
26
点
の
入
賞

作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
あ
る

素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
来
場
者
は
、
思
い
思
い
に
見

入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

着
ぐ
る
み
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
「
あ
ら
い
ぐ
ま

ラ
ス
カ
ル
」
が
登
場
し
、
来
場
し
た
親
子
を
喜
ば
せ

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
・
作
文
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
受
賞
者
の
子
ど
も
た
ち
は
皆
緊
張
し
た
面
持

ち
で
表
彰
状
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
大
切
に
し
、
今
回
の
受
賞

の
経
験
を
糧
に
し
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
人
権
作
文
の
朗
読
発
表
が
あ
り
、
人
権
意

識
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
継
続
的
な
子
ど
も
た

ち
へ
の
人
権
啓
発
活
動
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　北朝鮮当局による拉致事件が起きてから40年が経過しました。この間、拉致被害者5人とその家族が帰国しましたが、
残りのひとたちは依然として残留されています。
　蓮池さんの「自分たちは幸福な日常生活を送れているが、いまだ帰国できていない被害者の家族の心情を思うと、
一日も早い帰国を心から願っている。」という気持ちが痛いほど伝わってきました。
　息をしているうちに会いたいと願う拉致被害者の家族の切実な思いをこれ以上の言葉で表せるでしょうか。なん
としても、今年こそ帰国が実現するよう願わずにはいられません。　　　　　　　　 　　　　　　　　   （M・H）
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第
１
部

　

あ
し
か
が
人
権
啓
発
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

着
ぐ
る
み
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
２
部

　

表
彰
式　

人
権
ポ
ス
タ
ー
・

　

書
道
・
作
文


